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12月27日 伊豆一新島強震地域踏査報告
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昭和 11年 12月 27日9時 14分頃，伊豆一新島附近にかなり大規模な地

震が起り j関東地方ゐ大部分から中部地方の南宇都及び近畿地方の一部等で震

動を人慢に感じた。特に震央に近い新島及び式根島では被害甚だしく j死者3j
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を生じ，其の他崖崩れy 道路の破損等移しく損害 80 飴~;固と稗せられる。震央

は東経 139')10'，北緯 34025'，新島の北西約 5粁の11fl合に嘗わ震源は極めて潔

く精々十数粁以内と稽』古られる O 地震の規模としては昭和 10年 7月11日の静

岡地震或は昭和 11年 2月 21日の河内大和地震と略々同程度のものぜあった。

此の地震の P波初動分布は第2園に示す様に大館 4象限に分れる型式に属す

るもので?震央に劃して北東及び南西の 2象限では初動は所謂密波?北西及び

甫東の 2象|浪では疎波であるO 従って所謂起震主星雲力は略々北西一南東に向い

てゐる。之が昭和 5年春の伊東地震及び同年 11月の北伊豆烈震等に於ける主

墜力の方向と同一傾向を示してゐるととは注目に値する。

本震に先立って敷同の前震と稀せらるべきものがあれ特に 27日9時四分

頃か友りの地震があれ其の約 2分後本震が起った。徐震もかなり多敷設生し
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た。そのうち 29日2時 20分頃のものはかなり規模が大きく特に式線島では比

較的震度が強く本震で破壊しか Lつてゐた建造物等で更に彼壊されたものがあ

った。此等の告余震は失第I'CJ順調の経過をたどって・減衰し月末には殆ど鎮静した。

筆者は 27日出張を命ぜられ， 28日新島着，30日迄踏査に従事した。次に

踏査結果の概要を記す。

被害を生じた匡域 今問の強震により顕著な被害を生じたのは震央に最も近

い新島及び式根島である p 賓地踏査の結果からは向島に於ける震度は強震或は

それより柏、強い程度と推定される。大島や紳津島では弱震程度と推定され被害

はたかった。新島と大島の中間の利島では人命Kは損傷友く諸所の崖が崩れ叉
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水、溜が破損して飲料水

が歓乏した由であるが

通信交通が極めて不便

友篤詳細は知り難い。

新島及び式根島に於

ける被害 新島は本村

と若郷村とに分れてゐ

る。本村の全戸数は

728戸F人口は 3918名，

若弗li村は 66戸，476 

名である(昭和 10年

末調〉。式根島は行政上

は本村に属するが便宜

上本報告では式根島を

本村と分けて記すとと

にする。

死者3名。本村1名

〈炭焼中崖崩れの篤埋

淡)，若郷村1名ぐ海

岸で漁中崖崩れの魚
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2里淡‘)，式根島 1 名(海岸で1.1~9:J，落下した岩石に打たれて即死〉

負傷者 70名。本村 [0名(内 3名重傷)，若郷村 20名

iE潰家屋 35戸。(本村 14，若郷村:20，式根島 1)

宇潰家屋 473戸。(本村 430，若郷村 40，式根島 3)

損害見積額は本村では 70寓園7 若郷村 6高園，式根島1寓固と云はれる。

尚幸にして何庭でも火災が起らなかったのは何よりであった。

地震活動の経過 26日頃から数同微震を感じ更に '.U日午前2時頃かなり強

い地震があり警戒してゐる人もある中，迭に午前9時 15分に至って強震が起

った。 27日中は倉余震頻々として襲来した。台余震は何れも砲撃の様友音響と共

に上下動を主とした極めて念激な震動である。之等のととからしでも官余震の震

源は新島に極めて近いととが推定される。 28日朝頃からは同数が頓に減少し

童聞は殆んど感じなかったっ 29日午前 2時 22分頃新島及式根島で弱震乃至

中震程度に感宇る地震が起り共の後暫く頻繁であったが再び弐第に鎮静した。

家尾の被害家屋の被害を述べるに先立ち，新島及び式根島等に特有の構造

の家屋のあるのを知る必要がある。新島に於ては其の特産物として抗火石と稽

せられる岩石を産する。之は極めて軟かぐ且つ軽いととは水に浮ぷ程で建築

用として多量に移出される戸新島?式根島等では純粋の木浩家屋もあるが大多

数は壁・屋根等に抗火石を利用してゐる。特に物置納屋等では全然木材を使用

しないで、短形の抗火石を積み重ね，共の聞は漆喰で固めたものもある 0-今岡の

強震に際しては純粋の木造建築物特に平家トグン葺きの家屋は殆んど全く被害

を受けてゐたい。之に反して抗火石を利用した部分は剥落したれ亀裂を生じ

たりして大破したものも多く 7 家屋の被害の大部分は抗火石を利用した建築物

に多いのは特に注意を要ずる O

本村の小早校(木造二階建瓦茸〉は屋根瓦が所々づり落ち柱の折損したもの

もある oq寺に南fFlut交合は北方に柏傾斜した。村役場の屋根瓦も所々づり落ちた。

若郷村の小墜校で、も略同程度の被害を受けた。式根島の小墜校は殆んど破損し

なかった。

撞崩れ，地割れ等此の附近の島娯の通性として絶壁が多い魚，島内諸所特

に海岸に面しτ大規模の崖崩れが至る所に起った。特に新島の若郷寄りの海岸
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に頴著なものが多い。本村と若郷村とをつなぐ道路は産崩れの篤全〈不通とな

ったコ死者は総て崖崩れに因るものである O 若郷村では道路が宅地より高くな

って柏堤防朕をなしてゐる震か，所々道路に沿ふ亀裂を生じた。式根島の海す苧

jrC湧出するヂナタ温泉は崖崩れの篤埋められた。

物髄の轄倒移動等墓石，石燈寵等は大分倒れたものが多い。方向は徐り一

定し友いが本村では北向きに倒れたものが幾分目立つ様である。式根島の宮津

百松氏方の納屋は北東方へ 101恒余移動 Lた。本村長楽寺の石;燈箆で時針向き

に 40度後廻持したものがあった。

地下水の愛化 本村及び‘若郷村の升二戸水は地震後柏白く濁ったものが多いσ

式根島の温泉陀は愛化がなかった。

j章浪 強震と共に津浪を警戒して海面を注脱した人も多かったが何等の異状

も認められなかった由である。

1i，J今同の踏査に際し多大の便宜を御輿へードさった白戸東京府皐務部長，葛西

祉曾課長y 市JJI大島支藤長，新島出張所長y 本村村長，若見1¥村村長等多数の方

々の御厚意に封し厚く街Jn遭1:['1上げる。

(昭和 11年 12月 31日記〉
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